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地区会 �代裏書 �ブロック震 �協定書 �会員数 �●○● 〈ln書き �●●● （部長暮 �規程助成額 （白紙上限額） 

区部東 �13 �江東 �調書篇之 � �○ �87 �76 �11 �85，072 

23 �荒川 �接遇費葉子 � �○ �52 �▲5 �1 �51，386 

26 �あだち �か細i裏書 �○ �○ �112 �03 �10 �110077 

28 �かつしか �古田　後 � �○ �105 �88 �17 �100．700 

32 �江戸川 �重義田 � �○ �121 �102 �10 �119．571 

区節西 �6 �杉並 �真裏みか � �○ �183 �173 �1 �180．鯛調 
14 �渋谷 �書き輪 � � �45 �37 �8 �iH，ime 

16 �新宿区 �義遍美果 �○ �○ �114 �81 �33 �112．053 

22 �なかの �簾光雄 � �○ �86 �75 �11 �84，984 

1 �おおた �生細友一 � �○ �166 �152 �1 �1調．039 

7 �世田谷 �番田　日登費 � �○ �215 �181 �2 �212．400 

区都南 �17 �目黒 �立場や �○ �○ �65 �55 �1 �調．232 

19 �品川 �大震復田 � �○ �86 �71 �15 �8l，084 

21 �中央5区 �富農書祐 � �○ �194 �133 �61 �191．708 

区部北 �2 �椴椿区 �中谷摩表子 �○ �○ �145 �132 �13 �143．287 

8 �ねりま �錐川糟利 � �○ �190 �176 �1 �187．756 

9 �北区 �中轟章二 � �○ �109 �03 �16 �107．712 

12 �豊島 �亀和　夕仕 � �○ �77 �54 �23 �76．000 

41 �文京 �木村書手 � �○ �57 �51 �6 �56，327 

多摩甫 �3 �八王子 �東山　動巳 � �○ �181 �176 �5 �178，862 

5 �町田 �実検－ � �○ �152 �133 �10 �150β晦 

18 �府中 �曽村越子 � �○ �92 �88 � �00，913 

20 �調布 �糠○久鼻 �○ �○ �59 �57 �2 �5寄003 

25 �いなぎ �大農持之 � �○ �30 �30 � �00．調 

27 �多摩 �嘉農具三男 � �○ �65 �58 �7 �調，232 

29 �日野 �本村義一 � �○ �78 �76 �2 �77，070 

33 �こまえ �吉田　乗 � �○ �31 �2● �7 �釦畑購 

多摩北 �4 �西多摩 �青田修一 � �○ �144 �143 �1 �14雄90 

10 �清瀬・東久留米 �簾田　霊峰 �○ �○ �101 �ll �13 �99，007 

11 �立川 �婁重義 � �○ �63 �50 �5 �8年258 

15 �三鷹武蔵野 �義農相裏 � �○ �111 �108 �3 �109，889 

24 �昭島 �江川　郵之 �○ �○ �36 �36 � �掛575 

30 �国分寺 �北合和弘 � �○ �53 �50 �3 �52，374 

31 �東大和武蔵村山 �農内　まゆみ � �○ �49 �ld �6 �仇421 

36 �二だいら �竹村義持 � � �59 �50 �9 �5寄鈍略 

37 �西東京市 �平糠ちよ子 � �○ �83 �77 �6 �82，020 

38 �東村山 �額農希世 � �○ �64 �55 �9 �03，244 

39 �くにたち �種田　き志 � �○ �49 �48 �1 �48，421 

40 �小金井 �書籍和義 � �○ �34 �33 �1 �33，598 

島しょ �34 �三宅島 � � �○ �1 �！ � �紬し調 
35 �八丈町 �中村具央 � �○ �4 �● � �50しくMm 

未組織 � �未組織 � � � �12 �7 �5 �11，858 

請 �3760 �紋1 �438 �3，771．000 

★平 �30年度の助成金の支払い額について 
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公益社団法人　東泉社会福祉士全

地区社会福祉士会活動助成規程

規程第33号

平成17年4月1日制定
（目的）

第1条　この規程は、定款第4条第1項第7号に規定する地域で活動する地区社会福

祉士会（以下「地区会」という。）への支援に関する事項を定めることを目的とする。

（地区会の要件）

第2条　地区会とは、東京都内における同一行政区画又は2以上の行政区画に在勤又

は在住する公益社団法人東京社会福祉士会（以下「本会」という。）の会員（以下「会

員」という。）である社会福祉士によって構成する団体とする。
2　前項で規定する団体は、原則として同一行政区画ごとに一つとする。

3　本条第1項の規定は、地区会の会則等により本会会員以外を地区会会員とするこ

とを妨げるものではない。

（地区活動助成金）

第3条　地区会に対し、前年度末日時点の会員数を基に、次項又は第3項に掲げる計

算式等から貸出される額を上限に、申請に基づいて地区活動助成金を支給する。
2　各地区会の助成金額は、下記の計算により算定する。

当該地区会の行政区画に在住する会員数
＋当該地区会の行政区画に在勤する会員数

×　助成金予算額

総会員数

ア　前年度末日の当該地区会の行政区画に在住する会員数とは、当該地区会の行政

区画に住民登録している会員数

イ　前年度末日の当該地区会の行政区画に在勤する会員数とは、住所地が都外の会

員で、会員登録している勤務地が当該地区会の行政区画である会員数

ウ　地区会未組織地域についても、助成対象とし、代表者の申請により支給するこ

とができる。

エ　本項に掲げる計算式等で算出される各地区の助成金額の最低金額は、30，0

00円とする。

オ　ブロック長を選出している地区会に対しては、10，000円を加算できるも

のとする。

3　島しょ部の地区会への助成金額は、30，000円とする。ただし、理事会の承

認を得て、特に必要と認めた額を加算することができる。

4　助成金は、以下に掲げる事業に充てるものとする。

①社会福祉の援助を必要とする東京都民の生活及び権利の擁護に関すること。

②東京都民への社会福祉に関する情報、知識及び技能の普及啓発に関すること。

③東京都民への福祉サービス事業の推進及び発展に寄与すること。

④社会福祉及び社会福祉士の専門領域に関する詞査研究及び支援に関すること。
⑤社会福祉士の専門性の向上に関する支援並びに資格制度の充実発展及び普及啓

発に関すること。
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⑥地区会未姐織の地域での組織化に関すること。
5　地区支援センター全体会議及び地区ブロック長代表者会議の交通費は、助成金に

含めるものとする。

6　助成金の使途は、会場費、通信費、印刷費、講師謝礼等地区活動に必要な経費と

する。ただし、懇親会等の飲食費としての支出は、これを認めない。

（助成の要件）

第4条　助成の申請を行う地区会は、定款第3条に規定する目的の達成のため本会に

対し必要な協力を行わなければならない。
2　原則として、地区会は、前年度末の現金預金残高が500，000円を超える場

合においては、助成金の申請をすることができない。

（助成の申請）

第5条　助成を受けようとする地区会の代表者（第3条第2項ウの規定に定める代表

者を含む。以下同じ。）は、別に定める申請書に予算書、計画書及び地区会の総会資

料を添付の上、会長が決めた日までに会長に提出するものとする。

（助成の決定）

第6条　会長は、前条の申請内容を理事会に諮り、助成の可否を決定する。可否を決
定したときは、速やかに別に定める通知書により結果を申請のあった地区会代表者
へ通知するものとする。

（報告）

第7条　助成を受けた地区会は、当該年度終了後、速やかに別に定める報告書によ
り、会長に助成金の使途を報告し、理事会で承認を受けなければならない。

（助成金の返還）

第8条　助成を受けた地区会が、次の各号に該当するときぼ既に交付した助成金
の一部又は全額を返還しなければならない。

（1）不正の手段により、助成金の交付を受けたとき。

（2）地区活動の中で、本会の名誉を傷つける行為を行ったとき。

（3）目的外に助成金を使用したとき。

（地区会への会員情報の提供）

第9条　本会は、本会が保有する会員情報について、提供を拒否しなかった会員の指

定項目の情報は、協定書を締結した地区会に、申請に基づき提供する。

2　前項の規定に基づき、提供する会員情報の項目及び提供方法については、別途定

めるところによる。

3　提供先の地区会は、会員が住民嵩録している地域の地区会とし、東京都外在住の

会員については、勤務地として会員登録している地域の地区会とする。

4　会員情報の提供を受けた地区会は、協定書の事項を順守し、個人情報の保護に努

めるものとする。

（連携）

第10条　本会と各地区会との連携及び地区会相互間での連携は、定款第3条の目的

及び第4条の事業を達成するべく行う。

2　連携の促進に当たっては、地区支援センター全体会議及び地区ブロック長代表者

会議において適宜協議していくものとする。

（委任）
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第11条　この規程に定めるほか、必要な事項については、会長が別に定める。

（改廃）

第12条　この規程を改廃するときは、理事会の承認を得なければならない。

附　則

この規程は、平成26年12月13日から施行する。
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